
『
エ
コ
ー
ル
・
ド

・
パ
リ
の
画
家

板
倉
鼎

（か
な
え
）
を
ご
存
じ
で
す
か
』水

谷

嘉
弘

四
〇
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
ラ
イ
フ
を
フ
ル

リ
タ
イ
ア
し
て
思
い
立
っ
た
事
が
あ
る
。

か
つ
て
一
度
は
志
し
た
ア
ー
ト
の
世
界
に
戻

れ
な
い
だ
ろ
う
か

。
・
・

そ
の
頃
、
は
じ
め
て
知

っ
た
の
が
板
倉

鼎

・
須
美
子
と
い
う
画
家
夫
妻
で
あ
っ
た
。

平
成
二
九
年
二
月
二
七
日
の
日
本
経
済
新
聞

文
化
欄
に
「悲
運
の
夫
婦

忘
れ
ら
れ
ぬ
画
業

―

一
九
二
〇
年
代
の
パ
リ
で
活
躍
、
早
世
し

た
板
倉
鼎

。
須
美
子
を
紹
介
―
」
と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
キ
ツ
カ
ケ
だ
つ
た
。

第

一
次
、
第
二
次
世
界
大
戦
間
の
時
期
、

パ
リ
在
住
の
藤
田
嗣
治
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
キ

ス
リ
ン
グ
等
外
国
人
画
家
が
活
躍
し
た
所
謂

「
エ
コ
ー
ル
・
ド

・
パ
リ
」
の
時
代
に
フ
ラ

ン
ス
に
渡
り
、
洗
練
さ
れ
た
明
る
い
色
調
の

絵
が
注
目
さ
れ
た
も
の
の
病
に
倒
れ
二
人
歳

で
客
死
し
た
画
家
と
、
そ
の
妻

―
彼
女
も
絵

を
描
い
た
が
帰
国
後
二
五
歳
で
病
没
―

で

あ
る
。
記
事
を
読
ん
で
同
年
四
月
に
目
黒
区

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

「よ
み
が
え
る
画
家

―

板
倉
鼎
。
須
美
子
展
」
を
訪
れ
、
講
演
を

聞
い
て
一
気
に
惹
か
れ
た
ｃ
こ
れ
程
の
作
品

を
描
く
画
家
が
居
た
の
か
驚
き
で
も
あ
つ
た
。

板
倉
鼎
が
僕
の
住
む
松
戸
市
出
身
で
あ
り
、

作
品
の
多
く
を
松
戸
市
教
育
委
員
会
が
所
蔵

し
て
い
る
こ
と
、
板
倉
鼎

・
須
美
子
の
研
究

者
で
あ
り
松
戸
市
美
術
館
準
備
室
長

（当
時
）

の
学
芸
員
田
中
典
子
氏
が
大
学
の
直
系
の
後

輩
だ

っ
た
こ
と
等
か
ら
こ
の
画
一不
大
妻
の
存

在
と
作
品
を
世
に
紹
介
す
る

一
助
を
担
い
た

い
と
思
い
立

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
ア
ー

ト
の
世
界
に
関
わ
つ
て
行
こ
う
―

平
成
二
〇
年
、
一
般
社
団
法
人

「板
倉
鼎

・

須
美
子
の
画
業
を
伝
え
る
会
」
を
設
立
し
た
。

板
倉
夫
妻
の
顕
彰
に
つ
い
て
は
、
既
に
松

戸
市
教
育
委
員
会
美
術
館
準
備
室
に
依
り
そ

の
作
品
や
関
係
資
料
の
悉
皆
調
査
が
為
さ
れ

て
お
り
、
千
葉
県
立
美
術
館
や
松
戸
市
立
博

物
館
で
回
顧
展
も
開
催
さ
れ
て
い
た
。
縁
故

者
や
研
究
者
が
長
年
地
道
な
活
動
を
行
つ
て

い
た
。
社
団
法
人
は
こ
れ
ら
の
方
々
と
連
携

し
て
そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
役
と
な
る
こ
と
を
主

旨
と
し
た
ｃ

早
速
、
松
戸
市
教
育
委
員
会
か
ら
平
成
三

一
年

一
月
に
松
戸
駅
近
く
の
聖
徳
大
学
博
物

館
で
開
催
さ
れ
る
「フ
ジ
タ
と
イ
タ
ク
ラ
展
」

の
後
援
団
体
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
日
仏
友
好

一
六
〇

周
年
を
記
念
し
て
パ
リ
を
中
心
に
フ
ラ
ン
ス

全
土
で
日
本
文
化
を
紹
介
す
る

『ジ
ャ
ポ

ニ

ス
ム
二
〇

一
人
』
の
一
環

「藤
田
嗣
治
展
」

＠
パ
リ
日
本
文
化
会
館
に
呼
応
し
て
企
画
さ

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
駐
仏
日
本
大
使
の
木

寺
昌
人
氏
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
手
し
た
り
、

同
氏
の
紹
介
で
来
場
し
た
パ
リ
市
立
チ
ェ
ル

ヌ
ス
キ
美
術
館
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
館
長
を
ア
テ

ン
ド
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
藤
田
嗣
治
の
又

甥
、
藤
田
嗣
隆
氏
と
板
倉
鼎
の
姪
、
神
崎
」県

子
氏
を
会
場
で
引
き
合
わ
せ
も
し
た
。
九
〇

年
前
、
パ
リ
で
撮
影
さ
れ
た
日
本
人
画
家
た

ち
の
集
合
写
真
に
二
人
の

（大
）
叔
父
た
ち

が
写
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

展
覧
会
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
多
く
報
道
さ

れ
た
。
そ
の
後
も
社
団
法
人
の
ア
レ
ン
ジ
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ

「ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
等
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
と

相
侯

っ
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
板
倉
鼎

。

須
美
子
の
事
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

て
い
る
ｃ

今
年
に
入
っ
て
、
社
団
法
人
で
は
広
報
ツ

ー
ル
充
実
の
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

フ
ラ
イ
ヤ
ー

（チ
ラ
シ
）
も
発
行
し
た
。
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が

【
エ
コ
ー
ル
・
ド

・
パ
リ

の
画
家
　
板
倉
鼎

（か
な
え
）
を
ご
存
じ
で

す
か
】
で
あ
る
。
是
非

一
度
ご
覧
い
た
だ
き

一に
‐′、ｖｃ　
　
　
〓
一
けｏ
∽
＼ヽ̈
い一”
声Ｃヽ
∞声
∞３
”
①・〇〇ヨ

今
後
は
更
に
活
動
領
域
を
拡
げ
、
板
倉

鼎

。
須
美
子
を
知
っ
て
貰
う
べ
く
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拡
大
、
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
働
き
か
け
や

画
集
や
レ
プ
リ
カ
の
作
成
、
関
連
資
料
の
蒐

集
等
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ロ
シ
ア
文
学
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昇
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夢
の
長
女
と
し
て
生
れ
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与
謝
野
鉄
幹
、
晶
子
の
媒
酌
で
鼎
と
結
婚
。

バ
リ
で
鼎
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
制
作
を
始

め
素
朴
で
詩
情
豊
か
な
作
品
が
藤
田
嗣
治
に

絶
賛
さ
れ
た
。
夫
、
幼
い
娘
二
人
を
相
次
い

で
亡
く
し
本
人
も
帰
国
後
肺
結
核
で
早
世
し

た

（二
五
歳
）。


